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2026 年 6 月 30 日 第 38 号 

 

“９条改憲マジ無理”アクション 

米沢９条の会がペンライト集会開催 
６月２5 日（木）、米沢ではじめての“ペンライト集会”を開催しました。  

高市政権の急激な改憲の動きに危機感が高まり、全国で改憲反対のペンライト集会が開

催されています。マスコミはほとんど報道しませんが、東京では国会前に毎月数万人、渋谷

や池袋でも毎週のように数千人が集まり、特に若者や女性が多い大集会となっています。  

（YouTube には、たくさん動画があげられています）  

 

山形では、市民連合やまがたの呼びかけで、この日県内４地区（鶴岡、山形、長井、米沢）

で同時に開催されました。米沢では、市教組も加盟する「米沢９条の会」が中心となって呼

びかけ、およそ５０名が参加しました。  

 

 

米沢会場では残念ながら若い人の参加は少なかったのですが、それでも年を忘れて太鼓

に合わせて「コール」を繰り返し、大変盛り上がりました。  

 

 

 

米沢９条の会が総会と講演会を開催  

 

２７日（土）、米沢９条の会が第２１回総会を開催しました。講演会では、ペンライト集

会を全国に広めた菱山南帆子さん（市民連合共同代表・36 歳）の講演会を開催し、新しい

市民運動の展望について、勇気が出る話を聞くことができました。  
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米沢９条の会共同代表          菱山南帆子さん 

九里廣志さんの挨拶 

 

 

６９回目の国民平和大行進  

 

6 月２６日（金）は、６９回目の国民

平和大行進が米沢で行われました。１９

５８年に始まり、北海道と沖縄を出発し

て８月の原水爆禁止世界大会をめざし、

全国８コースですべての都道府県をリ

レーする行進です。  

山形県の内陸地方をリレーする行進

は、６月２０日に新庄市に入り、この日

の米沢を経て２７日に福島市にリレー

旗が引き継がれました。  
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沖縄慰霊の日で 

高市首相、戦没者は「国を守ろうとした」とあいさつ 

 

1945 年沖縄での日本軍の組織的な戦闘が終結した日として、６月２３日が「沖縄慰霊の

日」に制定され、毎年糸満市摩文仁の平和祈念公園で「全戦没者追悼式」開催されています。

その名の通り、日本だけでなくアメリカ人も含めたすべての戦没者を追悼する式典です。 

この式典には歴代首相が必ず出席してきましたが、今年の高市首相の挨拶は、昨年の石破

首相と全く違うもので、物議をかもしています。 

 

石破 茂（2025 年）  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高市 早苗（2026 年）  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 高市首相は、歴代首相が触れてきた「住民を巻き込んだ地上戦」「県民の４人に一人が犠

牲」などの表現をあえて使わず、「県内外出身の兵士の方々」などと言い、「国を、家族を守

ろうとした」などと、お国のために死んだような戦前を彷彿とさせる挨拶でした。 

 

先の大戦において、ここ沖縄では、住民を巻き込んだ凄

惨な地上戦が行われ、20 万人もの尊い命が失われました。 

ひめゆり学徒隊や鉄血勤皇隊など、希望に満ちた未来

を歩むべき若者までもが、戦場に駆り立てられ、犠牲とな

りました。多くの父や母が、わが子の無事を願いながら、

戦乱の渦の中で息を引き取られました。沖縄の地は焦土

と化し、美しい自然、豊かな文化は、容赦なく破壊されま

した。  

平和の礎に刻まれた全ての戦没者の無念と、残された

方々の悲しみを、私たちは決して忘れてはなりません。  

私たちが享受している平和と繁栄は、この地で命を落

とされた方々の尊い犠牲と、沖縄の歩んだ筆舌に尽くし

難い苦難の歴史の上に築かれたものです。  

沖縄戦では、県民の四人に一人が命を落とされました。 

沖縄戦から 80 年を迎えた今、そのことを改めて深く胸

に刻みながら、静かにこうべを垂れたいと思います。  

先の大戦において、ここ沖縄の地は、凄惨（せいさん）

な地上戦の場となりました。罪もない民間人や、県内外出

身の兵士の方々など、20 万人以上もの尊い命が失われ、

沖縄の美しい自然、豊かな文化は容赦なく破壊されまし

た。多くの夢や希望を抱きながらも、国を、家族を守ろう

と戦って斃れた若者たち、我が子の無事を願いながら息

絶えたお父様・お母様。全ての戦没者の皆様の無念と残さ

れた御遺族の方々の悲しみを思うとき、本当に胸が締め

つけられる思いです。  
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木村迪夫さん逝去 ～反戦を訴え続けた農民詩人 

農業を営みながら反戦・平和の詩を書き続けた上山市の木村迪夫（き

むら  みちお）さんが 6 月 16 日亡くなりました。90 歳でした。  

木村さんの詩でもっとも知られている、いや一度触れたら決して忘

れることのできない詩が、「祖母のうた」です。  

祖母は二人の息子（うち一人は木村さんの父親）が戦死したのを知

り、三日三晩蚕室（かいこ部屋）にこもって泣き通し、ようやく部屋

から出てきた祖母が歌った歌を書き留めた詩です。  

 

ふたりのこどもをくににあげ 

のこりしかぞくはなきぐらし 

よそのわかしゅうみるにつけ 

うづのわかしゅういまごろは 

さいのかわらでこいしつみ 

にほんのひのまる なだであかい 

かえらぬ 

おらがむすこの 

ちであかい 

 

文字が書けなかった祖母の思いを引き継ぐ決意が自分の詩作の原点だと、木村さんは語

っていました。  

 

終戦から 70 年後、父親の最後の地が中国の余家湾という小さな農村だったことが分かり、

木村さんはその地を訪ねます。そこで父親に呼びかけた詩が「祈り大地」です。  

（「まぎの村」とは、木村さんの生まれた村（現在は上山市牧野）です）  

 

母親の眠る 

まぎの村へ 

祖母が悲しみと怨念のうたをうたって逝った 

あなたには遠くなつかしい 

まぎの村へ 

おやじよ 

七十年ぶり親子ともども 

ニッポンへ帰ろう 

まぎの村へ帰ろう 

いまも 

緑濃い大地へ 

そして田圃へ 出よう 

畑へ行こう 

ふたたび戰爭の無い 

まぎの村の未来へ 

一緒に 

帰ろう  


